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主 な 記 事 

１ 第４次旅団訓練検閲 
２ 冬のイベント支援 
３ 各部隊で冬季戦技競技会 
４ 演奏技術指導（第５音楽隊） 
５ 輝 Ｄｉａｍｏｎｄ 
６ ほっと通信 
７ 自衛官等募集中！ 
 

 検閲開始にあたり、旅団長 
は統裁官として「積雪寒冷地 
での戦い方を創造せよ」「冬 
季の特性に留意した安全管理 
を徹底せよ」の２点を要望し 
ました。 

戦闘予行 

旅団長訓示 受閲部隊  第27普通科連隊長（中央） 

 第５旅団（旅団長 堀井将補）は２ 
月１５日（木）から２０日（火）まで 
の５夜６日にわたり然別演習場におい 
て「積雪寒冷地の連続状況下において、
独立的に陣地防御する増強普通科連隊 
の行動」を検閲課目とし、第２７普通 
科連隊（連隊長 黒岩１佐）の訓練検 
閲を実施し、その練度を評価・判定し 
更なる進歩向上を促しました。 

 連隊は、連日氷点下の極寒と深い積 
雪という過酷な環境の中、スキー行進 
を実施した後に防御予定地域に進出、 
連隊長要望事項である「生き残り、任 
務を継続せよ。」を具現するため、綿 
密な偵察を実施した後、掩体等の構築 
に着手しました。 
 防御準備間は昼夜を問わず、凍土を 
掘開し、地形を最大限に活用するなど、
戦うために一切の妥協を排し、創意を 
凝らし、概ね計画通りに概成して敵の 
進出を待ち構えました。 
 １９日（月）の昼頃から開始された 
防御戦闘においては、障害に連携した 
火力を最大限発揮して敵の侵攻を効果 
的に阻止するとともに、情報の獲得と 
活用により、迂回攻撃等に有効に対処 
し、敵の攻撃を破砕して、与えられた 
任務を達成し、多くの教訓を得て終了 
しました。 

～第４次旅団訓練検閲～ 

 

MG陣地（第１中隊） 

陣地構築（第２中隊） 

対空戦闘準備 
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～冬のイベント支援～ 
地域との繋がりを！ 

 第５旅団（旅団長 堀井将補）は、各自治体と連携し、道東各地で
行われた冬のイベントを支援しました。 

おびひろ氷まつり  第４普通科連隊 

 第４普通科連隊（連隊長 佐藤１佐）は、１月９日（火）から
２月５日（月）までの間、「第５５回おびひ                
ろ氷まつり」における大氷雪像制作及び管理           
支援を実施しました。            
 連隊は、高さ７メートル、長さ２７メート 
ルの滑り台の側面に国指定重要文化財である 
双葉幼稚園をデザインした会場内最大規模の 
大氷雪像を制作しました。 
 会場には、期間中約１８万人が訪れ、製作 
した滑り台にも連日長蛇の列ができ、約１万 
人の親子・子供達の笑顔と歓声で溢れました。 
 来場した卒園者の中には、氷で作られた精 
巧な双葉幼稚園の姿に遠い昔を思い出し、涙 
を流す方もおられました。 

 第５戦車大隊（大隊長 福井１佐）は、１月１０日（水）から２０日（土）までの間、然別湖
畔において「しかりべつ湖コタン」支援を実施し、実行委員会及びボランティアと協力し、氷上 

 １月２６日夕に実施された開村式 
において、氷と雪で作られた各施設 
が招待者に披露され、ライトアップ 
された幻想的な湖上のコタン（村） 
の風景に参加者からは感嘆の声が沸 
き起こりました。 

露天風呂、アイスバー、イグルーを
制作しました。 

しかりべつ湖コタン  第５戦車大隊 

 第６普通科連隊（連隊長 降簱１佐）は、１月２６日（金）から 
２月１日（木）までの間、本部管理中隊 柴田准尉を支援隊長とし、
隊員１５名で冬まつりのシンボルとも言えるジャンボ滑り台の作成 
支援を実施しました。 
 作業期間中は、氷点下２０度近くまで気温が下がる厳しい環境の 
中、滑り台を楽しみにしている子供達のため、支援隊一丸となって 
作業に取り組み、定められた期日ま 

 冬まつり当日は、順番待ちができ 
る程の盛況で、勢いよく滑り降りる 
子供達の歓声で会場全体が包まれて 
いました。 
 冬まつりは、前夜祭を含めた２日 
間で約７千人の来場者が訪れ、大い 
に賑わいました。 

びほろ冬まつり  第６普通科連隊 

でに滑り台を完成させました。 
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○中隊対抗の部         優勝 第１射撃中隊 

○個人機動一般の部 （男性） １位 岩崎３曹（第１射撃中隊） 

               （女性） １位 西崎３曹（本部管理中隊） 

○新補職者の部    （男性） １位 朝川１士（第１射撃中隊） 

               （女性） １位 佐々木１士（本部管理中隊） 

○部隊機動の部        １位 第３射撃中隊（４組） 

                    （佐藤３尉、林２曹、阿部３曹、岡３曹、金子士長） 

 第５特科隊（隊長 岩村１佐）は、１月３１日  
（水）及び２月１日（木）芽室新嵐山スキー場に  
おいて、中隊対抗方式による競技会を行ないまし 
た。   
 競技は、あらゆる雪質・地形において安全・確 
実かつ迅速に機動できる技術及び滑降、回転を含 
めた総合的なスキー技術向上のため、クロスカン 
トリーコースとゲレンデコースを使用（約６Ｋｍ）
して個人機動（一般・新補職者）と部隊機動（５ 
名１組）に区分して実施し、第１射撃中隊が中隊 
対抗の部において見事「優勝」の栄冠に輝きまし 
た。 

 各部隊は、平成２９年度冬季戦技競技会を実施し、日頃の練成
成果を遺憾なく発揮するとともに、個人及び中隊の名誉をかけ、
汗と雪にまみれながら自己の体力・気力の限界に挑戦しました。 

 第６普通科連隊（連隊長 降簱１佐）は、２
月７日（水）及び８日（木）美幌訓練場におい
て、平成２９年度連隊冬季戦技競技会を実施し
ました。   
 競技は、４コ中隊による中隊対抗方式で実施
され、各人は小銃、鉄帽、水筒等の個人装具を
装着し、約３４０名の隊員が個人機動の部と新
補職者の部に分かれ、中隊の威信と己のプライ
ドを懸けて激走を繰り広げました。 
 当日は、訓子府町長の菊池一春様をはじめ、
協力諸団体が応援に駆け付け、選手達を激励し
ました。 
 結果は、中隊対抗の部において第１中隊が優
勝を飾りました。 

○個人機動の部 （中隊対抗）優勝 第１中隊 

            （個人表彰） １位 西村２曹（本部管理中隊） 

             

○新補職者の部               １位  近藤１士（第２中隊） 

              

 個人機動の部  個人機動の部 

 個人機動の部 

･･･イベント情報･･･ 

 参加した学生からは、「指 
導して頂いた基礎練習を今後 
の練習に生かしていきたい。」 
「素晴らしい音楽演奏が聴け 
て良かった。」等の声が聞か 
れました。 

 第５音楽隊（隊長 山田２尉）は、２月３日（土）足寄
町民センターにおいて、足寄中学校及び足寄高校の吹奏楽
部員２３名に対して演奏技術指導を実施しました。 
 技術指導は、隊員９名がそれぞれのパートに分かれ吹奏
楽部員の技術向上をサポート 
しました。 

技を伝える 

中隊対抗の部「優勝」第１射撃中隊 
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第５旅団ホームページ 

第 ５ 旅 団   検 索  

「ものづくり」 

Diamond 

「私にもできること」           

第５旅団司令部  １等陸尉 皆川 紗耶香 第５化学防護隊 山口３曹長男       

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

 ぼくは何かを作ったりするのが好きです。 

 家ではお母さんと一緒に、ご飯やお菓子 
を作ったりしています。食べることも好き 
です。 
 他にも、紙で剣とかの武器を作って戦っ 
て遊んだりしています。 
 夏休みの工作の宿題では、ねじとかボル 
トとか針金とか金属の部品でクワガタとカ 
ブトムシを作りました。学年で選ばれて展 
示する部屋に飾られました。 
 冬休みの工作の宿題では、アイロンビー  

山口 朔芽（小２） 

ズでマリオとか
ヨッシーとかを
作って、後ろの
景色は絵を描い
て作りました。 
 将来はものを
作る仕事がして
みたいです。 

 私は、平成２８年３月に帯広駐屯地に所属し、女性 
活躍推進に係る活動に携わってきました。まだ勉強不 
足な事も多々ありますが、活動をする中でわかってき 
たこともあります。なぜ、いま女性活躍に焦点があて 
られているのか。なぜ、いまワークライフバランスが 
強調されているのか。なぜ、いま働き方改革を迫られ 
ているのか。 

 活動を継続していく中で、違う勤務環境でも同じ悩 
みを抱えている仲間や、どうやって仕事と育児を両立 
していけばよいか悩んでいる隊員と、集まって話し合 
いをすることで解決の糸口が見えてくることはたくさ   

んあります。その度に、 
共有することの大切さに 
気づき、そのような活動 
の場の重要性を再認識し 
ました。 

 自学研鑽しながらこれ
からも活動を推進してい
きたいです。 


